
県央圏域の将来の人口推移

• 県央圏域の総人口の減少ペースは全国及び新潟県を上回り、2025年で▲8.8％、2045年で29.8％。市
町村別でみると、いずれも全国を上回る減少ペース。（図１）

• 県央圏域の高齢者人口のピークは、全国より20年早い2020年。三条市、加茂市、燕市も2020年、田
上町は2025年、弥彦村は2045年。加茂市はピーク後に急激に減少。弥彦村は増加傾向が続く。(図２)

• 県央圏域の後期高齢者人口のピークは全国と同じ2030年。市町村別でも2030年。田上町（＋
38.7％） 、燕市（＋32.9％）は増加が急激。加茂市は2045年には2015年を下回る。（図３）
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H2015=100 図２ 高齢者（65歳以上）人口
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H2015=100 図３ 後期高齢者（７5歳以上）人口
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